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はじめに

平成 15年 10月 30日・31日に，京都大学宇治キャンパス内木質科学研究所木質ホール
において，平成 15年度京都大学防災研究所特定研究集会 (15S-3)「対流圏長周期変動と
異常気象」(研究代表者: 京都大学防災研究所助教授向川均)を開催した．なお，本研究
集会は，木本昌秀教授 (東京大学気候システム研究センター)及び，余田成男教授 (京都大
学大学院理学研究科，京都大学 21世紀 COEプログラム「活地球圏の変動解明�アジア・
オセアニアから世界への発信�」拠点リーダー)との共催で実施された．

人間活動に伴う地球温暖化に伴い，近年，対流圏循環も大きく変わりつつあることが認
識され始めている．このことは，最近，世界各地で発生する異常気象の出現頻度や，その
規模や分布が，20世紀におけるそれとは明らかに異なるという事実からも，うかがい知
ることができる．本研究集会では，最近の異常気象の実態を把握し，異常気象を引き起こ
す原因である対流圏長周期変動のメカニズムを解明することを目的とした．本研究集会
には，全国の大学や，気象庁及び，研究機関の研究者 61名が参加し，2日間で，26件の
研究発表が行われた．また，一日目夕刻に「2003年の夏の異常気象に関する討論会」と
題するパネルディスカッションを実施し，日本域に冷夏をもたらしたオホーツク海高気圧
と，ヨーロッパ域に猛暑をもたらしたブロッキング高気圧との関連や，インドモンスーン
や西太平洋域の熱帯海面水温と日本の夏季の天候との関連などについて，大変熱心な討論
が行われた．

各研究発表では，それぞれ 20分間の講演時間を確保できたため，学会とは異なり，充
分な議論が可能となり，研究者間の率直な意見交換も活発に行うことができ，大変盛況で
あった．また，大学院生などの若手研究者の研究発表も多く，若手研究者育成という観点
からも，このような研究集会を毎年定期的に開催していくべきであるとの共通認識を得る
ことができた．興味深い研究発表と，熱心な討論を行って頂いた参加者全員にこの場をお
借りして感謝申し上げたい．

研究集会研究代表者
向川 均
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